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気道感染症状のある患者の 
  手術・麻酔可否の決定について 

緊急で手術が必要 

手術 上気道炎・ 
下気道炎の症状・所見* 

*下記症状・所見を認める場合 

・膿性痰・分泌物
・頻回な湿性咳嗽
・咽頭痛・口腔内潰瘍
・発熱（38度以上）
・クループ・インフルエンザ様症状
・胸部レントゲンで肺炎像
・ラ音の聴取
・インフルエンザ陽性
・気道症状に対し抗生剤を使用中

手術延期 4週間§ 
 （症状消失から） 

気道感染の既往 
上気道炎：2週間以内 
下気道炎：4週間以内 

局所麻酔（各科での麻酔）が可能 

手術 他の危険因子の存在 
・喘息
・慢性閉塞性肺疾患
・年齢2歳未満
・低出生体重（<2500g）の既往（小児）
・喫煙（小児の受動喫煙も含む）

手術 手術延期 4週間§ 
 （症状消失から） 

手術 

YES NO 

NO YES 

NO YES 

NO YES 

YES NO 

§ 手術を待てない場合は、患者・家族へリスクの説明、
カルテの記載を行い、麻酔科に依頼

Evidence-based practice of Anesthesiology 2nd Ed, p475-481. 
ミラー麻酔科学 第6版, p845-851.

その他の”診療方針標準化のすすめ”シリーズはこちら︕

https://tokyo-mc.hosp.go.jp/section/anesthesiology/standard_protocol_project.html

